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学 務 課 長 大 和 利 光
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指 導 課 長 丸 山 恵美子
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保 健 体 育 安 全 課 長 亀 山 さゆり

千鳥学校給食センター第一調理場 前 田 唯 一
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生 涯 学 習 部 次 長 髙 梨 晶 子

生涯学習部副参事（生涯学習課長） 島 﨑 浩 一

生 涯 学 習 課 主 幹 斉 藤 恭 一

市 民 ス ポ ー ツ 課 長 望 月 勇 人

青 少 年 セ ン タ ー 所 長 小 澤 浩 一

郷 土 博 物 館 長 金 子 義 則

高 洲 公 民 館 長 小 林 順 子
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堀 江 公 民 館 長 三 浦 正 志

富 岡 公 民 館 長 堀 木 和 久

美 浜 公 民 館 長 本 多 浩 美

当 代 島 公 民 館 長 河 野 純 栄

中 央 図 書 館 長 加 藤 竜 治

Ⅰ．傍 聴 人 ２名

Ⅰ．案 件

第１．会議録の承認

１．平成 31 年浦安市教育委員会第４回定例会会議録の承認について

第２．教育長からの一般報告

第３．審議事項

議案第１号 浦安市学校給食センター運営委員会委員の委嘱について

議案第２号 浦安市社会教育委員の委嘱について

議案第３号 浦安市青少年センター運営協議会委員の委嘱について

議案第４号 浦安市公民館運営審議会委員の委嘱について

議案第５号 浦安市図書館協議会委員の委嘱について
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第４．協議事項

第５．報告事項

１．行事開催案内

(1) 令和元年度「ふるさとうらやす立志塾」研修計画

(2) 令和元年度夏休み千鳥学校給食センター見学会・試食会開催要項

(3) ～浦安から世界へ！2020 東京オリパラ～浦安スポーツフェア開催要項

２．行事・会議報告

(1) 第 38 回浦安市小学校陸上競技大会開催報告

(2) 令和元年度第１回公民館運営審議会開催報告

３．その他・報告事項

(1) 教育委員会共催・後援行事一覧

第６．その他



-4-

開 会 （午後３時 00 分）

鈴木教育 長 これより、令和元年浦安市教育委員会第６回の定例会を始める。

それでは、議事に入る。

議事の第１．会議録の承認である。

１．平成 31 年浦安市教育委員会第４回定例会会議録について、承認い

ただけるか。

（「異議なし」の声あり）

鈴木教育 長 異議がないので、平成 31 年浦安市教育委員会第４回定例会会議録は承

認された。

なお、会議録の承認に当たり、会議録署名人を宮道委員にお願いする。

次に、議事の第２．教育長からの一般報告に入る。

それでは私から報告する。

はじめに、第 71 回全国都市教育長協議会定期総会並びに研究大会（富

山大会）の報告である。

第 71 回全国都市教育長協議会定期総会並びに研究大会（富山大会）は、

「未来を切り拓く教育の在り方」をテーマに、５月 23、24 日に富山市で

開催された。本日、委員には、大会の宣言文と決議文を資料として配付

させていただいた。

大会では、生涯学習部会に参加し、高知市の複合施設の取り組み発表

を中心に、社会教育施設における生涯学習の取り組み、地域と学校が連

携、協働した活動、生涯学習の充実に向けた環境の整備について意見交

換、情報共有を行った。

また、文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課長による講話で

は、主に文部科学省 11 課の行政施策の説明であったが、私は、もっと地

方が自由に活動していける仕組みが欲しいと感じたところである。

２点目は、小学校の運動会と陸上競技大会の開催についてである。
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５月 25 日に市内 17 校のうち 16 校が、そして６月１日には高洲北小学

校が運動会を開催し、全ての運動会で、大きな事故や怪我がなく、無事

に終了した。

５月 25 日は、５月において観測史上初となる４日連続真夏日での開催

となり、保健体育安全課職員と手分けをして全ての学校を視察したが、

自治会からテントを借り、応援席に設置したり、噴霧器を使って児童に

ミストシャワーをかけたり、また、競技の合間に休憩時間を設け、冷房

のきいた教室で休ませ、保護者には体育館を開放したり、あるいは、Ｐ

ＴＡ競技の種目を減らして時間を短縮したりするなど、各学校において

工夫された熱中症対策がとられた運動会であった。

組体操では、東小学校の５、６年による集団演技が、工夫された表現

活動でなされ、さすが体育科の研究校だと改めて感じた。ぜひ、他の学

校にも広げてほしいと思う。

また、６月８日には、小学校の陸上競技大会が開催された。当日の天

候は、雨が降りそうなどんよりとした天気であったが、高温にならず、

陸上競技を行うには最高の状態となり、こちらも無事に終了したことを

報告する。詳細は、この後、保健体育安全課長より説明させていただく。

２点目は、三番瀬環境観察館のオープンについてである。

６月２日に、日の出７丁目の墓地公園の裏側に三番瀬環境観察館がオ

ープンした。当日は、開館記念イベントと、三番瀬クリーンアップ干潟

観察も開催され、多くの参加者でにぎわっていた。

今後、隣接のビオトープの整備や、護岸に降りられるような海岸等の

整備がなされると聞いている。

翌日には、早速、日の出小学校が干潟の観察に訪れたと聞いており、

今後、地域探検や干潟の観察を通して、水辺の生物や環境学習に活用で

きるよう浦教研の理科部会や社会科部会等に情報提供をしていきたい。

３点目は、当代島公民館の文化祭についてである。

６月１日、２日に当代島公民館文化祭が開催され、天候にも恵まれ、

両日とも参加者が多かった。

当代島公民館の文化祭は、障がい者団体・事業者のお店や、施設や地
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域の子ども会、自治会、民生委員の方々が係るなど、公民館活動という

よりは、公民館を支える地域の活動団体が一緒になって取り組まれてい

ることが印象的であった。

当代島公民館以外のほかの公民館の文化祭については、例年どおり秋

に開催する予定である。なお、美浜公民館は改修工事のため、今年の開

催はない。

４点目は、青少年補導員連絡協議会の今後の運営や活動内容について

である。

実の子どもに対する虐待死の問題や保育園児の園外保育中の交通事故、

登下校中に起きた暴漢等に襲われた不慮の事件等、子どもたちを守るた

めに、今、私たち大人は何をなすべきかが問われている。そのような中、

地域で子どもたちを守っている青少年補導員連絡協議会の補導員が、定

員に満たない状況が、全国的に増えており、その中に教員補導員も含ま

れている。

先日、校長会議で、今こそ子どもたちを地域の方々や保護者、教職員

みんなで、事件の背景や要因を語り、話し合い、つないでいくことが大

事であると投げかけた。これは、働き方改革とは、別の次元の話であり、

みんなで係わって参加をしていくことが大切である。また、そのために

は、運営のあり方や活動の内容等を見直す必要があるとも訴えたところ

である。

この問題は、事務局である青少年センター所長に連絡協議会役員や運

営委員長等とも十分に協議をするように伝えてあり、すぐに答えは出な

いかもしれないが、私は、「つなぐ」、「かかわる」ということをなく

したら、教育は存在しないと強く感じている。

最後に、西谷隆元教育長が春秋叙勲で瑞宝双光章が受章されたことを

報告する。

５月 28 日に伝達式と、皇居で新天皇への拝謁が行われた。

西谷先生は、浦安中学校で教務主任、教頭、校長を務められ、その後、

印西市の船穂中学校長、そして、入船中学校長の後、平成 15 年８月から、

１期４年間、本市の教育長を務められた。
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先月５日に教育委員会に来庁された際、瑞宝双光章の額縁を贈呈させ

ていただいた。浦安中学校時代や入船中学校時代の部下でもあった小澤

浦安中学校長と、指導課・教育政策課・学務課の職員で、当時、西谷先

生の部下だった職員、そして、西谷先生が学務課長補佐時代に、同じ教

育委員会の職員だった白石教育総務部長と昔懐かしい写真等を見たりす

るなど、和やかな時間を過ごした。その後は、小澤校長の案内により、

増築をしてすっかり変わった浦安中学校へ視察してもらうよう送り出し

た。

まだまだ若い西谷先生は、教育委員会当時から、職員でボッチャのチ

ームを結成し、練習をしていたが、現在も地元でボッチャの全国大会を

目指しているということであった。いつまでもお元気でいてほしいと思

う。

以上、私からの一般報告である。

では、議事の第３．審議事項に入る。

議案第１号 浦安市学校給食センター運営委員会委員の委嘱について

を議題とする。

事務局の説明を求める。

議案第１号 浦安市学校給食センター運営委員会委員の委嘱について、白石教育総務部

長より説明がなされた。

鈴木教育 長 ただいま説明がなされた議案第１号について、質疑を行う。

委 員 学校給食センターの運営委員の学校からのメンバーが、ＰＴＡの代表

となっているが、どこの学校のＰＴＡから選出しているのか。

前田校給食センター所長 小学校４校、中学校２校の市内全域で６校から、２年に１度、元町、

中町、新町の輪番制となっている。

委 員 半分数の方が新任となっているが、新任と再任のバランスなど、何か
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決まりはあるのか。

前田校給食センター所長 決まりはないが、ＰＴＡについては、毎年、役員が入れ替わるため新

任となり、各団体からの選出については、継続となっている。

鈴木教育 長 それでは、これより議案第１号の採決を行う。

議案第１号について、事務局の説明のとおり、これを承認することと

してよろしいか。

（「異議なし」の声あり）

鈴木教育 長 異議がないので、議案第１号 浦安市学校給食センター運営委員会委

員の委嘱については、承認された。

次に、議案第２号 浦安市社会教育委員の委嘱についてを議題とする。

事務局の説明を求める。

案第２号 浦安市社会教育委員の委嘱について、八田生涯学習部長より説明がなされた。

鈴木教育 長 ただいま説明がなされた議案第２号について、質疑を行う。

委 員 市民公募は、何名の応募があったのか。また、どのような基準で決め

られたのか。

島﨑生涯学習課長 ４月 15 日から５月７日までに男性２名、女性２名、計４名の応募があ

り、浦安市社会教育委員公募要領により、生涯学習部長、生涯学習部次

長、市民スポーツ課長、高洲公民館長、生涯学習課長の５名の選考委員

による選考委員会で選考を行った。

社会教育委員一般公募選考基準により、第１次評価として、応募動機

と、実践している社会教育活動の内容、そして、「高齢者を生かした地

域づくり」というテーマで 800 字程度の小論文を提出していただき、採
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点した結果、応募いただいた４名全員が合格点の基準に達したことから、

第２次評価を行い、そのうち上位者２名を選考したものである。

委 員 市民公募の方は、二人とも中町に在住となっているが、地域は考慮し

ていないのか。

島﨑生涯学習課長 浦安市審議会委員選任に係る基準の中で、年齢や居住地に偏りがない

ことという選任基準はあるが、採点結果を踏まえ、社会教育委員一般公

募選考基準により選出した。

委 員 一般公募以外の推薦団体については、どの団体から選出するなど決ま

っているのか。

島﨑生涯学習課長 具体的に選出団体の規定はないが、社会教育活動を積極的に活動して

いる団体を総合的に判断している。

委 員 団体は、常に記載の団体ということか。

島﨑生涯学習課長 そうである。ただし、幼児教育については、幼稚園ＰＴＡ連絡協議会

からの推薦であったが、法改正があったことから、家庭教育に資する者

となり、家庭教育に関係する市民の方を選出している。

鈴木教育 長 東京学館浦安高等学校から選出されているが、これは、市内高等学校

４校の代表ということか。

島﨑生涯学習課長 平成 21 年に委員の見直しを行い、市内の高校の先生方にも、学校教育

関係者として選出している。東京学館浦安高等学校、東海大附属浦安高

等学校、県立浦安高等学校、県立浦安南高等学校で、輪番制でお願いし

ている。
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鈴木教育 長 それでは、これより議案第２号の採決を行う。

議案第２号について、事務局の説明のとおり、これを承認することと

してよろしいか。

（「異議なし」の声あり）

鈴木教育 長 異議がないので、議案第２号 浦安市社会教育委員の委嘱については

承認された。

次に、議案第３号 浦安市青少年センター運営協議会委員の委嘱につ

いてを議題とする。

事務局の説明を求める。

議案第３号 浦安市青少年センター運営協議会委員の委嘱について、八田生涯学習部長

より説明がなされた。

鈴木教育 長 ただいま説明がなされた議案第３号について、質疑を行う。

何かあるか。よろしいか。

それでは、議案第３号の採決を行う。

議案第３号について、事務局の説明のとおり、これを承認することと

してよろしいか。

（「異議なし」の声あり）

鈴木教育 長 異議がないので、議案第３号 浦安市青少年センター運営協議会委員

の委嘱については承認された。

次に、議案第４号 浦安市公民館運営審議会委員の委嘱についてを議

題とする。

事務局の説明を求める。

議案第４号 浦安市公民館運営審議会委員の委嘱について、八田生涯学習部長より説明
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がなされた。

鈴木教育 長 ただいま説明がなされた議案第４号について質疑を行う。

校長会とＰＴＡ連絡協議会から選出された方は、先程の青少年センタ

ー運営協議会委員と同じ方だが、差支えはないか。

小澤青少年センター所長 校長会とＰＴＡ連絡協議会に推薦依頼し、選出されたのが、勝田氏と

後条氏になる。

鈴木教育 長 それでは、これより議案第４号の採決を行う。

議案第４号について、事務局の説明のとおり、これを承認することと

してよろしいか。

（「異議なし」の声あり）

鈴木教育 長 異議がないので、議案第４号 浦安市公民館運営審議会委員の委嘱に

ついては承認された。

次に、議案第５号 浦安市図書館協議会委員の委嘱についてを議題と

する。

事務局の説明を求める。

議案第５号 浦安市図書館協議会委員の委嘱について、八田生涯学習部長より説明がな

された。

鈴木教育 長 ただいま説明がなされた議案第５号について、質疑を行う。

委 員 学識経験者の経歴を教えていただきたい。

加藤中央図書館長 押樋良樹さんは、年齢は 74 歳で、武蔵野美術大学を卒業後、ＣＩ（コ

ーポレート・アイデンティティー）でコンサルティングに従事され、デ
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ザインコンサルティング会社の専務取締役、株式会社乃村工藝社経営企

画本部広報担当部長を務められた後、第一線を退かれ、現在もクリエー

ティブディレクターとして勤めれらている。図書館関係では、昭和 59

年に日本図書館協会などで図書館職員向けのディスプレーやデザインに

関する研修講師を多く務められている。

西村彩枝子さんは、年齢は 71 歳で、図書館短期大学卒業後、東京都江

東区の図書館で勤務され、江東区立豊洲図書館長、東陽図書館長等を歴

任され、平成 21 年に退職後も再任用として図書館に勤務されている。ま

た、図書館協会の専務理事や委員等も務められている。

松本直樹さんは、今回、新たに就任をされる方となる。年齢が 48 歳で、

上智大学を卒業後、町田市教育委員会で図書館の勤務をされたのち、東

京大学教育学研究科総合教育科学専攻において、教育学の博士号を取得

され、平成 22 年に大妻女子大学の准教授を経て、現在、慶應義塾大学文

学部人文社会学科図書館・情報学系の准教授をされている。また、日本

図書館情報学会理事や、図書館関係団体の委員活動のほか、他市の図書

館委員などもされている。

鈴木教育 長 ほかにないか。よろしいか。

それでは、これより議案第５号の採決を行う。

議案第５号について、事務局の説明のとおり、これを承認することと

してよろしいか。

（「異議なし」の声あり）

鈴木教育 長 異議がないので、議案第５号 浦安市図書館協議会委員の委嘱につい

ては承認された。

次に、議事の第４．協議事項に移るが、本日の上程はない。

次に、議事の第５．報告事項に移る。

まず、１．行事開催案内である。

報告事項の(1)から(3)について、事務局からの説明を求める。
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(1) 令和元年度「ふるさとうらやす立志塾」研修計画について、丸山指導課長より説明

がなされた。

(2) 令和元年度夏休み千鳥学校給食センター見学会・試食会開催要項について、前田千

鳥学校給食センター所長より説明がなされた。

(3) ～浦安から世界へ！2020 東京オリパラ～浦安スポーツフェア開催要項について、

望月市民スポーツ課長より説明がなされた。

鈴木教育 長 ただいま、報告がなされた行事開催案内３件に対する質問を受け付け

る。

委 員 浦安スポーツフェアの有名人イベントでは、今年はどなたに来ていた

だくのか。

望月市民スポーツ課長 実行委員会での協議では、陸上競技の桐生選手や、有森選手、野口選

手が候補に挙がっており、調整したいと考えている。

委 員 立志塾の対象者は、生徒会の役員をしている子どもたちに限定して選

ばれている思うが、対象者選出の際の具体的な基準はあるのか。

丸山指導課長 学校長が推薦した生徒で、生徒会活動をしていたり、学校で活躍して

いる生徒となる。

鈴木教育 長 立志塾後の９月頃には生徒会役員の改選があることから、生徒会役員

になりたいから立志塾に参加希望する子どもも出てきている。

委 員 教育委員会から選出依頼があると、先生方の中で、対象者を決めてし

まっているように思う。もっと広く子どもたちに声かけをしてもよいと
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思う。

委 員 過去に立志塾を卒業した子どもたちの追跡調査はされているのか。

丸山指導課長 立志塾は以前、市外でも実施し、市内での実施としてからも今年で３

年目を迎える。本年度の計画を立てている段階でも、様々な方から、立

志塾出身者を調査し、この立志塾の成果について検証するよう意見をい

ただいており、ぜひ今後、調査をしていきたいと考えている。

鈴木教育 長 立志塾の中で、立志塾卒業生との交流もあるが、１期生が大学３年生、

４年生であることから、この研修への参加が難しい状況となっている。

成人式実行委員会には立志塾卒業生が何人も応募してくれており、そ

れなりに成果は認められているものの、追跡調査は必要だと思うので、

ぜひ進めていただきたい。

では、次に、２、行事・会議報告に移る。

報告事項の(2)については、事前にお配りした資料をもって報告とさせ

ていただく。

それでは、(1)について、事務局からの説明を求める。

(1) 第 38 回浦安市小学校陸上競技大会開催報告について、亀山保健体育安全課長より

説明がなされた。

鈴木教育 長 ただいま報告がなされた、行事・会議報告２件に対する質問を受け付

ける。

委 員 小学校陸上競技大会で、１位、２位が高洲や日の出南となっており、

スポーツクラブがある地域が上位に来ているように思うが、関係はある

のか。

大友教育総務部参事 学校規模も要因の一つと考えられるが、規模が大きいからといって上
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位に入るということはない。スポーツクラブがあるということも関係は

ないと思う。

鈴木教育 長 比較的に規模の小さい富岡小が、昨年総合３位に入り、今年も５位か

６位となっている。これは、富岡公民館主催の美走塾が関係しているよ

うに思うが、いかがか。美走塾には富岡小学校の子どもたちも入ってい

るのか。

堀木富岡公民館長 美走塾では、富岡小学校と見明川小学校の子どもたちを対象に走り方

や競技を教えている。

委 員 この陸上競技大会の結果を見ると、高洲小をはじめ、新町地区が毎年

上位に入っていると思う。反対に、毎年、上位に入らない学校もあると

思うので、過去の状況見ていただき、上位に入る学校には、上位に入る

理由や背景があると思うので、その辺を分析して、現場に反映させてほ

しい。

鈴木教育 長 学校の運動能力・体力テストと相関があると思う。この陸上競技の種

目の中に投てき入っておらず、運動能力テストで投能力が非常に落ちて

いることから、オープン競技でも構わないので、投てきの種目を入れる

ことができれば、各学校でも練習するようになり、投能力を高めること

につなげられると思う。来年から投種目の実施を考えていきたい。また、

委員からの示唆をいただいたので、次回、保健体育安全課より資料を提

出いただきたい。

ほかによろしいか。

それでは、３、その他・報告事項に移る。

(1)については、事前にお配りした資料をもって報告とさせていただく。

その他・報告事項１件に対する質問を受け付ける。

何かないか。よろしいか。

それでは、次に議事の第６、その他に入るが、本日その他の事項は上
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程はない。

次に、各委員から発言をお願いしたい。

委 員 ５月 21 日に市町村教育委員会連絡協議会定期総会が、茂原市で行われ

た。総会において、次回から会長が市原市となることが決まった。また、

総会後の研修会では、新しい学習指導要領におけるプログラミング教育

をテーマに、文科省初等中等教育局情報教育・外国語教育課情報教育振

興室室長補佐の小林努氏に講演いただいた。

小学校にプログラミング教育が導入される狙いについてお話しいただ

き、プログラミング教育の導入は、時代の流れであり、間違いなく必要

だということは理解したが、私が、課題として感じているのは、いろい

ろな場面で制御がきかなくなることだと感じている。スポーツの世界で

は、小さい子どもたちに、この年齢まで、これ以上やったらだめだとい

うことが必ずあり、成長の過程で、この時期には神経系を張りめぐらせ

るためにやってはいけないことなどもあり、そのあたりのお話しが聴け

なかったことが、残念であった。

委 員 ５月 31 日に山梨県北杜市で開催された関東甲信越静教育委員会連絡

協議会定期総会・研修会を参加した。

はじめに、北杜高校のギター部の方たちのウエルカムコンサートから

始まり、その後、総会、講話と記念講演があった。

講話は、今、委員がお話しいただいた内容と重複する教育の情報化の

動向をテーマとして、文科省の初等中等教育局情報教育・外国語教育課

課長補佐の佐藤氏にお話しいただいた。この 10 年で教員が、授業中にＩ

ＣＴを活用して指導する能力が抜群に上がっていることや、文科省でＳ

ＮＳを使った情報モラルに関する動画を掲載しているので、参考にして

ほしいというお話もあった。

学校のＩＣＴ環境整備について、３クラスに１クラス分のコンピュー

ターを導入するようにと話があり、既に佐賀県では、その目標を達成さ

れているとのことであったが、なぜ、佐賀県で整備が進んでいる理由を
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伺えず、残念であった。

記念講演では、北杜市金田一春彦記念図書館の名誉館長で、長野県立

大学の初代学長の金田一真澄先生による「人生 100 年時代を見据えた教

育の在り方」という講演がなされた。

先生は、子どもに何をすべきなのかというテーマの中で、先生は、「学

生の心に火をつける、好奇心を植えつけさえすれば、子どもたちは勝手

に成長する。人類がここまで繁栄した理由に、好奇心がある。好奇心が、

人類を動かし、アフリカから世界に広がったからである。この好奇心、

心に火をつけるということを教員ができれば、それで先生としての仕事

はできている。」と話された。

また、キーワードとして、マハトマ・ガンジーの「永遠に生きるかの

ように学べ、明日死ぬかのように生きよ」と、清里で酪農法を日本人に

教えられた、ポール・ラッシュという酪農家の方の「最善を尽くして一

流たるべし」というフレーズを何度か話されていた。とても静かに、穏

やかに話をされる方で、ところどころにとても心に残るようなお話があ

り、とても参考になった。

委 員 私は、６月３日に日の出中学校の訪問に参加した。日の出中学校は、

自宅のすぐ近くにあり、近所の方から、学校に行っていない子どもが少

し増えているというお話をいただき、今回、参加させていただいた。

日の出中学校は、若い先生が非常に多く、フレッシュな印象を受けた。

校長先生も代わられたばかりで、これから２年、３年をかけて、良いチ

ームをつくっていかれるのだろうと感じた。

先生方は、一生懸命に授業をなされていたが、この若い先生方と管理

職およびリーダーにあたる先生方の年齢にかなり開きがあるように感じ

た。この若い先生方が早く指導力をつけ、成長していくためにどんなこ

とができるのか、また、管理側の先生方も大変だろうと感じた。

子どもたちも真剣に授業に取り組んでおり、とくに１年生、２年生は、

しっかりと先生の話を聞きながら授業を受けている様子が見てとれた。

また、特別支援学級の先生が、本当に熱心に一生懸命教えられている
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のを見て、先生方の子どもたちへの接し方や、コミュニケーションの取

り方など、若い先生は学べることが多いように思った。

委 員 ６月６日に開催した第１回まなびサポートチーム全体会議に出席した。

平成 20 年から始まった学びサポートでは、特殊学級に行くか、行かない

かだけを決めるという考え方から、選定や入った後もフォローするとい

う考え方に変わり、また、対象も主としてメンタルリタデーションの子

どもたちとしていたものを、ＬＤ、ＡＤＨＤ、ＰＤＤという個性的な学

習姿勢を持つような子どもたちも、特別支援学級に入れるように変わっ

た。変わったというものの、やはり平成 20 年当初は、以前とあまり変わ

らないというところもあったが、徐々にそれぞれの特別支援学級の体制

が整えられてきた。今日、高洲小学校の学校検診が終わった後に特別支

援学級の様子を見にいったが、きちんと座っていられるわけではないが、

学校の授業的な形になっていた。始まったころは、いろいろな子どもが

いて、先生はとても大変そうな様子であったが、今では、落ち着きはな

いものの、授業形式で、「気をつけ」や「礼」など声をかける子どもが

いたり、自力で立つことができない子どもに対しては、先生が寄り添っ

て立たせるなど、授業の形式になってきており、十数年が経ち、よくな

ってきた印象を受けた。

全体会議では、相談件数の推移や、昨年度報告、計画などについてお

話があったが、最初に述べたように、子どもたちの進路の割り振りでは

なく、学校でどのようにしていくかというアドバイスを学びサポートで

もっとできるように、職員の体制も含め、そういう姿勢で当たってほし

いと思う。この子どもが、別の学校に行った方がよいということではな

く、行った後の教育成果がきちんと出ているかということを見ていただ

きたい。

また、学びサポートの特別支援学級で教える、算数だったら、かけ算

とか足し算など、ある程度、知的レベルが高い子は、手順として覚えて

しまうが、知的にゆっくりな子や、特別に癖のある子などは、なぜその

ような考え方をするのかというところから遡って教えてあげる必要があ
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る。これは、一般のクラスにいる子どもに対しても、有効だと思う。

学校の先生は、結構まじめで、ある程度こつこつとやるような方が多

い思う。特別支援の学校にいる子どもや、飛び抜けてできる子どもたち

が抱えている問題をもう一度見直してほしい。手順の割り振りが、知的

に遅れているから理解できないこともあるかもしれないが、何か自分の

持っているイメージとリンクさせることができず、どういうふうにした

らいいのかと考えていると思う。

浦安市の学びの先生方の教え方のノウハウをほかの自治体にも伝えら

れていけるようなものに昇華させていってほしいと思う。とにかく目の

前にあることをするのは一番大切だが、ノウハウを積み重ねていき、い

いものにつくり上げてほしい。

鈴木教育 長 今年の教育委員県外視察は、プログラミング教育の事例を視察したい

と考えている。現在、事務局で視察先を選定しているのため、改めて報

告させていただく。

以上で、令和元年浦安市教育委員会第６回の定例会を閉会する。

閉 会 （午後４時１３分）


